家庭礼拝　2010年9月22日　使徒言行録第22章　パウロの弁明
　賛美歌518　主にありてぞ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP56　主に罪を許され（１６）
起

暴動が起こりそうになっている群集の中で、パウロはローマ兵に捕らえられましたが、その中で、パウロは千人隊長に、一言話をしてもよいでしょうか、と願って許されました。パウロは、21章で使徒達の勧めを受けて、人間的な思いの妥協策で、ナジル人の請願の援助を行い、人々の信頼を得ようとしたことを恥じ、ただ神様のみを信じて、直接その体験の証しを語ろうとしたのでした。その結果はどうなるかは分かりませせんでしたが、パウロはその体験を話さないではいられなかったのです。そして今日のパウロの弁明の話となるのです。この話の内容は9章にある、パウロの回心の記述と殆ど同じです。一部に多少の違いはありますが、重複しているような気にもなります。ですが、これだけ長い文章を繰り返し語っているところに、このパウロの体験が、クリスチャンにとって、教会にとってどれだけ大切なものであったかを物語っています。

さて、パウロは階段の上に立ち、群集を手で制しました。すると、いきり立ち騒ぎ立っていた群衆が静かになりました。そして、すっかり静かになったときヘブライ語で話し始めました。この言葉を理解できるのはユダヤ人達で、ローマ兵たちは理解できないのです。パウロはこう切り出しました。
使 22:1　「兄弟であり父である皆さん、これから申し上げる弁明を聞いてください。」

使 22:2　パウロがヘブライ語で話すのを聞いて、人々はますます静かになった。
パウロがヘブライ語で話し出すと、ますます静かになりました。この静けさは何を意味するのでしょうか。群衆は何を期待したのでしょうか。パウロがこれから申し上げる弁明を聞いてください、といったので、悔い改めの弁明でもするのかもしれないと思ったのでしょうか。群集は固唾を呑んで、パウロの話を聞こうとしていたのです。
承

パウロはいつものパターンで証を話し始めました。それは、私はイエスと出会う前はこうであった。ところがイエスは私と出会ってくださり、こう教えられた。そして私はすっかり変えられて、キリストを述べ伝えるものになった。というパターンです。そして、私はイエスと出会う前はこうであったというところで、パウロは、自分があなた達ユダヤ人と全く違わないものであったことを強調したのです。そしてこういったのです。1節です。
使 22:1　「兄弟であり父である皆さん、これから申し上げる弁明を聞いてください。」

今、まさに、パウロを殺そうとしているユダヤ人たちに対して、パウロは、兄弟であり父である皆さんといって語り始めたのです。群集はこの言葉がヘブライ語だったからというよりも、パウロが、殺そうとしている自分達を、兄弟であり父である皆さんといったことに驚いたのではないかと思います。そして親しみのあるヘブライ語を聴いてますます静かになったのです。パウロは、敢えて、自分が生粋のユダヤ人であることを示すために、ヘブライ語で話しました。そして、自分が皆さんと同じ思いを持ったユダヤ人であったことを次のように語ったのでした。そこには、ユダヤ人として、律法を守り、熱心に神に仕え、イエスの弟子たちを捕まえていた自分を、そのときは誇らしげに思っていたことを率直に語ったのでした。3節から5節です。
使 22:3　「わたしは、キリキア州のタルソスで生まれたユダヤ人です。そして、この都で育ち、ガマリエルのもとで先祖の律法について厳しい教育を受け、今日の皆さんと同じように、熱心に神に仕えていました。

使 22:4　わたしはこの道を迫害し、男女を問わず縛り上げて獄に投じ、殺すことさえしたのです。

使 22:5　このことについては、大祭司も長老会全体も、わたしのために証言してくれます。実は、この人たちからダマスコにいる同志にあてた手紙までもらい、その地にいる者たちを縛り上げ、エルサレムへ連行して処罰するために出かけて行ったのです。」
パウロは、生まれも育ちも皆さんと同じであり、ユダヤを心から愛するものだと言うだけではなく、むしろさらに律法についての厳しい教育を受け、熱心に仕え、更に、クリスチャン達を男女を問わず縛り上げて獄に入れ、殺すことさえしたと言ったのです。しかしパウロは、このようにみんなと同じ考え思いだった自分がどうして変えられたのかを語り始めました。その回心の元となったのはイエスと出会ったことでした。パウロはこう語りました。6節から10節です。
使 22:6　「旅を続けてダマスコに近づいたときのこと、真昼ごろ、突然、天から強い光がわたしの周りを照らしました。

使 22:7　わたしは地面に倒れ、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか』と言う声を聞いたのです。
使 22:8　『主よ、あなたはどなたですか』と尋ねると、『わたしは、あなたが迫害しているナザレのイエスである』と答えがありました。

使 22:9　一緒にいた人々は、その光は見たのですが、わたしに話しかけた方の声は聞きませんでした。

使 22:10　『主よ、どうしたらよいでしょうか』と申しますと、主は、『立ち上がってダマスコへ行け。しなければならないことは、すべてそこで知らされる』と言われました。
　パウロが出会ったイエスは、光と声でした。パウロはその強い光によって倒れ、そして、｢サウル、サウル、なぜ、私を迫害するのか｣と言う声を聞いたと言ったのです。サウロはそのときの様子をありのままに説明しました。それはサウロにとっても人々にとってもとても不思議な出来事だったと思います。パウロが人々に一番伝えたかったのは、自分がこの復活の主の声を聞いたということです。このことは何としても伝えたかったのです。群集は、何が起こるのかを固唾を呑んで聞いていたと思います。そしてその天からの声はこう言ったのです。｢私はあなたが迫害しているナザレのイエスである。｣と。この声はパウロには、はっきり聞こえましたが、一緒にいた人々は光を見ただけで、その声は聞かなかったといっています。パウロが、主よ、どうしたらよいでしょうかと言うと、主が、立ち上がってダマスコへ行け。しなければならないことは全てそこで知らされると言われた、と説明しました。
そして、その後、主が言われたとおりにダマスコに入って、しなければならないことが知らされるのを待ちました。11節から14節です。
使 22:11　わたしは、その光の輝きのために目が見えなくなっていましたので、一緒にいた人たちに手を引かれて、ダマスコに入りました。

使 22:12　ダマスコにはアナニアという人がいました。律法に従って生活する信仰深い人で、そこに住んでいるすべてのユダヤ人の中で評判の良い人でした。

使 22:13　この人がわたしのところに来て、そばに立ってこう言いました。『兄弟サウル、元どおり見えるようになりなさい。』するとそのとき、わたしはその人が見えるようになったのです。

使 22:14　アナニアは言いました。『わたしたちの先祖の神が、あなたをお選びになった。それは、御心を悟らせ、あの正しい方に会わせて、その口からの声を聞かせるためです。

使 22:15　あなたは、見聞きしたことについて、すべての人に対してその方の証人となる者だからです。
使 22:16　今、何をためらっているのです。立ち上がりなさい。その方の名を唱え、洗礼を受けて罪を洗い清めなさい。』」
パウロは目が見えないまま、仲間に手を引かれて、ダマスコまで連れて行かれました。そして、律法に従って生活する信仰深いアナニアに出会うことが出来ました。この弁明ではアナニアがクリスチャンであり、アナニアにも復活の主が現れてくださり、その導きで出会うことが出来たことまで説明はしていません。ですが、ここでは、律法に忠実な信仰深いアナニアと出会い、アナニアによって再び目が見えるようになったことを説明しました。そのアナニアがこう言ったというのです。あなたは私達の先祖の神によって選ばれたものです。あなたは見聞きしたことについて、全ての人に対して、神の証人となるものだからですと、言われたことを説明しました。これはパウロが注意深く言葉を選んだ説明でした。本当は、復活の主イエスキリストによって選ばれ、キリストの証人となる者だからですというところを、私達の先祖の神によって選ばれ、神の証人となる者だからですといったのです。これにはまだユダヤ人たちが、攻撃する材料を見出すことが出来ません。ですが、ここでは、今まさにパウロは、そのイエスキリストの証人として、自分の体験したことを話していたのでした。そしてアナニアの勧めによって、イエスキリストの名によって、洗礼を受け、罪を洗い清めることが出来たことを話しました。このアナニアとパウロの会話は、9章には無い説明が付け加えられています。それは、パウロが神によって選ばれたものであるということ、そしてキリストの証人となって述べ伝えるものとなることでした。それは、パウロの行為を正当化するものでも有りました。

たぶんここまでは、パウロの不思議な宗教体験として、人々も神に対する恐れを持って聞いていたのではないかと思います。
転

しかし、ユダヤ人たちは、パウロが次の話をしだしたとき、騒ぎ立ちました。それは17節から22節です。
使 22:17　「さて、わたしはエルサレムに帰って来て、神殿で祈っていたとき、我を忘れた状態になり、

使 22:18　主にお会いしたのです。主は言われました。『急げ。すぐエルサレムから出て行け。わたしについてあなたが証しすることを、人々が受け入れないからである。』

使 22:19　わたしは申しました。『主よ、わたしが会堂から会堂へと回って、あなたを信じる者を投獄したり、鞭で打ちたたいたりしていたことを、この人々は知っています。

使 22:20　また、あなたの証人ステファノの血が流されたとき、わたしもその場にいてそれに賛成し、彼を殺す者たちの上着の番もしたのです。』

使 22:21　すると、主は言われました。『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』」

パウロはダマスコから、エルサレムに帰ってきたとき、バルナバによって使徒たちと会うことができ、そして、しばらくの間エルサレムで宣教をしていました。17節の話はその時の話になります。パウロがエルサレムに帰ってきて、神殿で祈っていたとき、我を忘れた状態になり、主にお会いしたと言っています。そしてその主が、パウロにこう言ったのです。｢急げ。すぐエルサレムから出て行け。私についてあなたが証しすることを、人々が受け入れないからである。｣と言ったと言うのです。この言われた主が、ユダヤ人が認めないイエスだとしても、神殿で語りかける主というのは、ユダヤ人たちにとって、神様しかありません。パウロの語った主というのは、イエスキリストが、神である事を言い表し、その神が、パウロの味方になって、エルサレムの人々は受け入れないからそこから出て行けといったということになります。たぶんユダヤ人たちはここで既に、憤りに達していたと思います。
比較のために、9章でのエルサレムから逃亡するときの記述を見てみるとこうなります。9章の28節から30節を読みます。

それで、サウロは、エルサレムで使徒達と自由に行き来し、主の名によって恐れずに教えるようになった。また、ギリシャ語を話すユダヤ人と語り、議論もしたが、彼らはサウロを殺そうと狙っていた。それを知った兄弟たちは、サウロを連れてカイサリアに降り、そこからタルソスへ出発させた。

と書かれています。9章では、サウロがエルサレムを去ろうとしたのはユダヤ人達がパウロを殺そうと狙っていたからだと書かれています。もう既に、パウロはこのころから、殺される危険に直面していたのです。ですがこの22章ではパウロがエルサレムから逃亡したのは、主が現れて、エルサレムから出て行けと命じられたからであると言っています。この二つの違いは何を意味しようとしているのでしょうか。パウロが本当に言いたかったのはその表現の裏にあることです。パウロが言いたかったのは、本当は自分はユダヤ人を捨てたくなかったと言うことです。ユダヤ人を救いたかったと言うことです。それを9章では、殺されそうになったので、逃げざるを得なかったと言い、22章では、主が命じられたので、しょうがなく、逃げざるを得なかったと言っているのです。自分はユダヤ人たちと対立するものではなく、本当に、ユダヤ人の救いを願っていることを理解してくださいと、パウロは訴えているのです。そして、22章では、主の逃げなさいと言う命令に抵抗してでもこういったのです。19節から21節です。
使 22:19　わたしは申しました。『主よ、わたしが会堂から会堂へと回って、あなたを信じる者を投獄したり、鞭で打ちたたいたりしていたことを、この人々は知っています。

使 22:20　また、あなたの証人ステファノの血が流されたとき、わたしもその場にいてそれに賛成し、彼を殺す者たちの上着の番もしたのです。』

使 22:21　すると、主は言われました。『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』」
パウロは、逃げなさいと言う主に対して、私はユダヤ人のために多く働きました、あなたを信じるものを投獄したり、無知で打ちたたいたり、また、ステファノが死ぬときのそれに賛成して協力しました。だからユダヤ人たちはきっと理解してくれるでしょう、と言ったのです。ですが、そのとき主はこのように言われたとパウロは説明します。『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』この言葉を聞いて、ユダヤ人たちは完全に耐えられない状態となりました。もう許せないと言う状態になりました。神様が、エルサレムを捨てて、異邦人のための神様になるなどというのは、絶対に許せない、これは神の冒涜だと思って、騒ぎ経ったのでした。人々は、声を張り上げて、こんな男は、地上から除いてしまえ、生かしては置けないとわめきたてたのでした。

パウロはこうなることが分かっていたかもしれません。でも、パウロはイエスキリストの証人として、ここまで言わざるを得なかったのです。たとえ殺されることになろうとも、証人として、主を述べ伝えることが自分の使命であって、命を助けるために策を弄することではなかったのです。
ユダヤ人たちは突然騒ぎたちました。今まで静かに聴いていたのが不思議なくらいにの騒ぎとなったのです。ヘブライ語の理解できないローマ兵達には何がなんだか分かりません。なぜユダヤ人たちが騒いでいるのか、理解できず、この騒ぎを抑えることも出来なかったのです。千人隊長は、パウロを兵営に入れるように命じて、パウロを鞭でたたいて、その騒ぎの理由を知ろうとしました。ローマ兵にとって、本当の理由が分からなくても、公の秩序を乱すもの、騒ぎの元となるものが何でも悪いものなのです。ローマ兵にとって最大の使命は、社会の秩序なのです。ですからその原因となった、パウロを鞭でたたこうとしました。ところがパウロは百人隊長に言いました。「ローマ帝国の市民権を持つ者を、裁判にかけずに鞭で打ってもよいのですか。」この様に言われて、百人隊長は千人隊長に報告し、千人隊長はパウロがローマの市民権を持つものであることを知って、恐ろしくなったのです。ローマの市民を鞭打つことだけか、縛ることさえも禁じられていたのでした。そして翌日、パウロはその原因を調べられるめに、最高法院で説明することになるのです。
結

今日の聖書の話は、証の大切さを教えてくれます。パウロの証は、なぜキリストを迫害するものが、キリストを述べ伝えるものと変えられたのか、という証でした。パウロはその証をたとえ殺されてでもみんなに伝えたかったのです。パウロの証の、なぜ変えられたかという理由はこうでした。私が神の敵だと思っていた、ナザレのイエスは、復活して私のようなものにも現れてくださった。そして主となって私を救ってくださった。これは紛れもない事実なのです。パウロは神学的な教えもいろいろ語った人ですが、パウロの一番底にあるのは、この否定しようもない事実なのです。考えや思想ではなく、体験の事実だけなのです。翻って、私達は、私達がなぜ、クリスチャンに変えられたか、の証を語る、その一番底にある体験は何なのでしょうか。人からなんと言われようと、これだけは、紛れもない事実だ。といえるものは何でしょうか。考え方や、思想は人それぞれにあっていいでしょう。場合によってはさらに優れた思想によって、打ち負かされることもあるでしょう。ですが、パウロの体験した、この事実、リアリティは、人がなんと言おうと変えることのできないものなのです。私達にも、主が現れてくださって、私達を変えてくださった、そのような体験がきっとあると思います。これがその事実だといえるものがあるのだと思います。そうでなければ、私達が主を信じてここまでやって来れるはずはないのです。ですが私達はその体験を、主の体験としてではなく、ごく普通の体験として、忘れてしまっているのではないでしょうか。主が、私達をここまで連れてくださった、その元となる体験を、もう一度、思い返してみたいと思うのです。それこそが、私達が本当に人々に伝えるべき事実かもしれません。
 (一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様。パウロが本当に伝えたかったものは、その体験の証し、復活の主との出会いでした。それは、パウロ自身にも信じられないことでした。なぜ、迫害しているような自分にも、主は現れてくださったのか、それはパウロ自身にもなぞだったかもしれません。それはただ神の恵みとしか言いようがなかったと思います。だからこそ、パウロ自身も迫害するユダヤ人に対して、若いときの自分自身を見る思いでいたのかもしれません。パウロはユダヤ人に対して、粘り強く何度も何度も宣教を繰り返しました。それは、自分のようなものでも救われたのだから、何とか同胞のユダヤ人達も救われてほしいという思いだったのだと思います。その思いが、今日の弁明にも表れているのだと思います。
　主よ、私達は、いろいろと学び調べて信仰を高めようとしておりますが、それだけではなく、どうかあなたとの出会いのとき、体験のときを大切にすることが出来ますように。今あなたがどうしてくださっているのかを感じることが出来ますように。聖霊の導きを通して、あなたの御臨在を知ることが出来ますように。
世界が平和でありますようにうに。いろいろな誤解から、紛争が生じ、人の命が失われています。誤解が誤解を呼び、恐れが恐れを巻き起こして、人の力では制御できない嵐の渦に巻き込まれてしまいます。主よ、どうかこのようなことが起こらないように、私達の心を平和に保つことが出来ますようにお守りください。いろいろな国々との摩擦もありますが、どうかあなたが平和のうちに解決してくださいますように。この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆パウロ、弁明する

使 21:37　パウロは兵営の中に連れて行かれそうになったとき、「ひと言お話ししてもよいでしょうか」と千人隊長に言った。すると、千人隊長が尋ねた。「ギリシア語が話せるのか。

使 21:38　それならお前は、最近反乱を起こし、四千人の暗殺者を引き連れて荒れ野へ行った、あのエジプト人ではないのか。」

使 21:39　パウロは言った。「わたしは確かにユダヤ人です。キリキア州のれっきとした町、タルソスの市民です。どうか、この人たちに話をさせてください。」

使 21:40　千人隊長が許可したので、パウロは階段の上に立ち、民衆を手で制した。すっかり静かになったとき、パウロはヘブライ語で話し始めた。

使 22:1　「兄弟であり父である皆さん、これから申し上げる弁明を聞いてください。」

使 22:2　パウロがヘブライ語で話すのを聞いて、人々はますます静かになった。パウロは言った。

使 22:3　「わたしは、キリキア州のタルソスで生まれたユダヤ人です。そして、この都で育ち、ガマリエルのもとで先祖の律法について厳しい教育を受け、今日の皆さんと同じように、熱心に神に仕えていました。

使 22:4　わたしはこの道を迫害し、男女を問わず縛り上げて獄に投じ、殺すことさえしたのです。

使 22:5　このことについては、大祭司も長老会全体も、わたしのために証言してくれます。実は、この人たちからダマスコにいる同志にあてた手紙までもらい、その地にいる者たちを縛り上げ、エルサレムへ連行して処罰するために出かけて行ったのです。」

◆パウロ、自分の回心を話す

使 22:6　「旅を続けてダマスコに近づいたときのこと、真昼ごろ、突然、天から強い光がわたしの周りを照らしました。

使 22:7　わたしは地面に倒れ、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか』と言う声を聞いたのです。
使 22:8　『主よ、あなたはどなたですか』と尋ねると、『わたしは、あなたが迫害しているナザレのイエスである』と答えがありました。

使 22:9　一緒にいた人々は、その光は見たのですが、わたしに話しかけた方の声は聞きませんでした。

使 22:10　『主よ、どうしたらよいでしょうか』と申しますと、主は、『立ち上がってダマスコへ行け。しなければならないことは、すべてそこで知らされる』と言われました。

使 22:11　わたしは、その光の輝きのために目が見えなくなっていましたので、一緒にいた人たちに手を引かれて、ダマスコに入りました。

使 22:12　ダマスコにはアナニアという人がいました。律法に従って生活する信仰深い人で、そこに住んでいるすべてのユダヤ人の中で評判の良い人でした。

使 22:13　この人がわたしのところに来て、そばに立ってこう言いました。『兄弟サウル、元どおり見えるようになりなさい。』するとそのとき、わたしはその人が見えるようになったのです。

使 22:14　アナニアは言いました。『わたしたちの先祖の神が、あなたをお選びになった。それは、御心を悟らせ、あの正しい方に会わせて、その口からの声を聞かせるためです。

使 22:15　あなたは、見聞きしたことについて、すべての人に対してその方の証人となる者だからです。
使 22:16　今、何をためらっているのです。立ち上がりなさい。その方の名を唱え、洗礼を受けて罪を洗い清めなさい。』」

◆パウロ、異邦人のための宣教者となる

使 22:17　「さて、わたしはエルサレムに帰って来て、神殿で祈っていたとき、我を忘れた状態になり、

使 22:18　主にお会いしたのです。主は言われました。『急げ。すぐエルサレムから出て行け。わたしについてあなたが証しすることを、人々が受け入れないからである。』

使 22:19　わたしは申しました。『主よ、わたしが会堂から会堂へと回って、あなたを信じる者を投獄したり、鞭で打ちたたいたりしていたことを、この人々は知っています。

使 22:20　また、あなたの証人ステファノの血が流されたとき、わたしもその場にいてそれに賛成し、彼を殺す者たちの上着の番もしたのです。』

使 22:21　すると、主は言われました。『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』」

◆パウロと千人隊長

使 22:22　パウロの話をここまで聞いた人々は、声を張り上げて言った。「こんな男は、地上から除いてしまえ。生かしてはおけない。」

使 22:23　彼らがわめき立てて上着を投げつけ、砂埃を空中にまき散らすほどだったので、

使 22:24　千人隊長はパウロを兵営に入れるように命じ、人々がどうしてこれほどパウロに対してわめき立てるのかを知るため、鞭で打ちたたいて調べるようにと言った。

使 22:25　パウロを鞭で打つため、その両手を広げて縛ると、パウロはそばに立っていた百人隊長に言った。「ローマ帝国の市民権を持つ者を、裁判にかけずに鞭で打ってもよいのですか。」

使 22:26　これを聞いた百人隊長は、千人隊長のところへ行って報告した。「どうなさいますか。あの男はローマ帝国の市民です。」

使 22:27　千人隊長はパウロのところへ来て言った。「あなたはローマ帝国の市民なのか。わたしに言いなさい。」パウロは、「そうです」と言った。

使 22:28　千人隊長が、「わたしは、多額の金を出してこの市民権を得たのだ」と言うと、パウロは、「わたしは生まれながらローマ帝国の市民です」と言った。
使 22:29　そこで、パウロを取り調べようとしていた者たちは、直ちに手を引き、千人隊長もパウロがローマ帝国の市民であること、そして、彼を縛ってしまったことを知って恐ろしくなった。

◆パウロ、最高法院で取り調べを受ける

使 22:30　翌日、千人隊長は、なぜパウロがユダヤ人から訴えられているのか、確かなことを知りたいと思い、彼の鎖を外した。そして、祭司長たちと最高法院全体の召集を命じ、パウロを連れ出して彼らの前に立たせた。
